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８－１ 近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2016 年 11 月～ 2017 年 4 月）
  Seismic Activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku Districts 

(November 2016 – April 2017)

気象庁 大阪管区気象台
Osaka Regional Headquarters, JMA

　今期間，近畿・中国・四国地方とその周辺でM4.0以上の地震は 10回発生した．これらのうち，
規模が最大の地震は，2016年 11月 19日に和歌山県南部で発生したM5.4の地震であった．
　2016年 11月～ 2017年 4月のM4.0以上の地震の震央分布を第 1図（a）及び（b）に示す．
主な地震活動は以下のとおりである． 

（1）鳥取県中部の地震（M6.6，最大震度 6弱，第 2図（a）～（e））
　2016年 10月 21日に発生した鳥取県中部の地震の一連の活動は，全体として減衰しつつも継続
している．2016年 11月～ 4月までの間に，最大震度 1以上を観測する地震は 70回発生（最大震度 3：
5回，最大震度 2：15回，最大震度 1：50回）した．そのうち最大規模の地震は，11月 8日 17時
16分に深さ 11 kmで発生したM3.8の地震（最大震度 3）と，11月 17日 21時 42分に深さ 8 kmで
発生したM3.8の地震（最大震度 2）であった．

（2）和歌山県南部の地震（M5.4，最大震度 4，第 3図）
　2016年 11月 19日 11時 48分に和歌山県南部の深さ 51 kmでM5.4の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震の発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ横ずれ型でフィリピン海プレート内部で
発生した．

　以下の地域でまとまった深部低周波地震（微動）活動が観測された．
　・和歌山県（2016年 11月 3日～ 9日，第 4図（a），（b））
　　串本津荷，田辺本宮のひずみ計で変化あり（ひずみ変化は 11月 5日～ 7日）．
　・豊後水道から四国地方にかけて（2017年 2月 5日～ 3月 21日，第 5図（a）～（c））
　　 西予宇和，須崎大谷のひずみ計で変化あり（ひずみ変化は 2月 23日～ 25日，26日～ 29日，

3月 3日～ 10日）．
　・紀伊半島（和歌山県 ･奈良県 ･三重県）（2017年 2月中旬～ 3月下旬，第 6図（a），（b））
　　熊野磯崎，串本津荷のひずみ計で変化あり（ひずみ変化は 3月 3日～ 7日，3月 21日～ 22日）．

　また，奈良県から三重県中部にかけて，徳島県北部，愛媛県南予で 12月 9日のソロモン諸島の
地震（Mw7.8）により誘発されたと思われる深部低周波地震（微動）活動が観測された（2016年
12月 9日，第 7図（a）～（d））．
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第 1図 (b)　つづき（2017年 2月～ 4月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）
Fig.1(b)　Continued (February – April 2017, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).

第 1図 (a)　近畿・中国・四国地方とその周辺の地震活動（2016年 11月～ 2017年 1月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）
Fig.1(a)　 Seismic activity in and around the Kinki, Chugoku and Shikoku districts (November 2016 – January 2017, M≧ 4.0, 

depth≦ 700 km).
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第 2図 (a)　2016年 10月 21日からの鳥取県中部の地震
Fig.2(a)　The earthquake in the central part of Tottori Prefecture from October 21, 2016.
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第 2図 (b)　つづき
Fig.2(b)　Continued.
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第 2図 (c)　つづき
Fig.2(c)　Continued.
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第 2図 (d)　つづき
Fig.2(d)　Continued.
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第 2図 (e)　つづき
Fig.2(e)　Continued.
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第 3図　2016年 11月 19日の和歌山県南部の地震
Fig.3　The earthquake in the south part of Wakayama Prefecture on November 19, 2016.
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第 4図 (a)　和歌山県の深部低周波地震（微動）とひずみ変化
Fig.4(a)　 Activity of deep low-frequency earthquakes (tremor) and strain changes associated with short-term slow slip event in 

Wakayama Prefecture.
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第 4図 (b)　つづき
Fig.4(b)　Continued.



－ 301－

第 5図 (a)　豊後水道から四国地方にかけての深部低周波地震（微動）とひずみ変化
Fig.5(a)　 Activity of deep low-frequency earthquakes (tremor) and strain changes associated with short-term slow slip event 

from the Bungo channel to Shikoku Districts.
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第 5図 (b)　つづき
Fig.5(b)　Continued.
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第 5図 (c)　つづき
Fig.5(c)　Continued.
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第 6図 (a)　紀伊半島（和歌山県 ･奈良県 ･三重県）の深部低周波地震（微動）とひずみ変化
Fig.6(a)　 Activity of deep low-frequency earthquakes (tremor) and strain changes associated with short-term slow slip event in 

Kii Peninsula.
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第 6図 (b)　つづき
Fig.6(b)　Continued.
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第 7図 (a)　奈良県から三重県中部にかけて，徳島県北部，愛媛県南予の深部低周波地震（微動）
Fig.7(a)　 Activity of deep low-frequency earthquakes (tremor) that seems to be triggered by the earthquake in Solomon Islands 

(Mw7.8) on December 9, 2016 from Nara prefecture to Ehime Prefecture.
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第 7図 (b)　つづき
Fig.7(b)　Continued.
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第 7図 (c)　つづき
Fig.7(c)　Continued.
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第 7図 (d)　つづき
Fig.7(d)　Continued.
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